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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マイクロカプセル組成物であって、
　ａ）水、植物油、及び有機溶媒からなる群より選択される賦形剤；
　ｂ）一群のカプセル化剤、各カプセル化剤は、
　　ｉ）少なくとも１つの有益剤を含むコア；及び
　　ｉｉ）前記コアを取り囲むシェル壁、該シェル壁は少なくとも１つのポリマーを含む
；
　ｃ）ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤であって、
【化１】
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【化２】

【化３】

【化４】

【化５】

【化６】

からなる群より選択されるジアミド系ゲル化剤（式中、ｎは、２～２０）；並びに
　ｄ）場合により、パラメトリック調整剤を含む、マイクロカプセル組成物。
【請求項２】
　ａ）前記マイクロカプセル組成物の総重量に基づき、５０重量％～８０重量％の前記賦
形剤；
　ｂ）前記マイクロカプセル組成物の総重量に基づき、２０重量％～５０重量％の前記一
群のカプセル剤；及び
　ｃ）前記マイクロカプセル組成物の総重量に基づき、０．０１重量％～５重量％の前記
ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤、から構成される、請求項１に記載のマイクロカプセ
ル組成物。
【請求項３】
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　前記ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤が、１５０ｇ／ｍｏｌ～１５００ｇ／ｍｏｌの
分子量を有する、請求項１に記載のマイクロカプセル組成物。
【請求項４】
　前記ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤が、前記マイクロカプセル組成物のｐＨ下で、
０．１ｍｇ／ｍＬ～１００ｍｇ／ｍＬの最小ゲル化濃度（ＭＧＣ）を有する、請求項１に
記載のマイクロカプセル組成物。
【請求項５】
　前記ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤が、群：
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，’Ｓ）－１，１’－（エタン－１，２－ジイルビス（アザンジイル）
）ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（プロパン－１，３－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ブタン－１，４－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；Ｎ
，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ペンタン－１，５－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘキサン－１，６－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘプタン－１，７－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（オクタン－１，８－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
（６Ｓ，１３Ｓ’）－６，１３－ジイソプロピル－４，７，１２，１５－テトラオキソ－
５，８，１１，１４－テトラアザオクタデカン－１，１８－二酸；
（６Ｓ，１４Ｓ’）－６，１４－ジイソプロピル－４，７，１３，１６－テトラオキソ－
５，８，１２，１５－テトラアザノナデカン－１，１９－二酸；
（６Ｓ，１５Ｓ’）－６，１５－ジイソプロピル－４，７，１４，１７－テトラオキソ－
５，８，１３，１６－テトラアザエイコサン－１，２０－二酸；
（６Ｓ，１６Ｓ’）－６，１６－ジイソプロピル－４，７，１５，１８－テトラオキソ－
５，８，１４，１７－テトラアザヘネイコサン－１，２１－二酸；
（６Ｓ，１７Ｓ’）－６，１７－ジイソプロピル－４，７，１６，１９－テトラオキソ－
５，８，１５，１８－テトラアザドコサン－１，２２－二酸；
（６Ｓ，１８Ｓ’）－６，１８－ジイソプロピル－４，７，１７，２０－テトラオキソ－
５，８，１６，１９－テトラアザトリコサン－１，２３－二酸；
（６Ｓ，１９Ｓ’）－６，１９－ジイソプロピル－４，７，１８，２１－テトラオキソ－
５，８，１７，２０－テトラアザテトラコサン－１，２４－二酸；
（６Ｓ，２０Ｓ’）－６，２０－ジイソプロピル－４，７，１９，２２－テトラオキソ－
５，８，１８，２１－テトラアザペンタコサン－１，２５－二酸；
（６Ｓ，２１Ｓ’）－６，２１－ジイソプロピル－４，７，２０，２３－テトラオキソ－
５，８，１９，２２－テトラアザヘキサコサン－１，２６－二酸；
（６Ｓ，２２Ｓ’）－６，２２－ジイソプロピル－４，７，２１，２４－テトラオキソ－
５，８，２０，２３－テトラアザヘプタコサン－１，２７－二酸；
（６Ｓ，２３Ｓ’）－６，２３－ジイソプロピル－４，７，２２，２５－テトラオキソ－
５，８，２１，２４－テトラアザオクタコサン－１，２８－二酸；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（エタン－１，２－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イミダ
ゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（プロパン－１，３－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イミ
ダゾール－５－イル）ベンズアミド）；
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Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ブタン－１，４－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イミダ
ゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ペンタン－１，５－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イミ
ダゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘキサン－１，６－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イミ
ダゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘプタン－１，７－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イミ
ダゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（オクタン－１，８－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イミ
ダゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ノナン－１，９－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イミダ
ゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（デカン－１，１０－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イミ
ダゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ウンデカン－１，１１－ジイルビス（アザン
ジイル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－
イミダゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ドデカン－１，１２－ジイルビス（アザンジ
イル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ビス（４－（１Ｈ－イ
ミダゾール－５－イル）ベンズアミド）；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ノナン－１，９－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；Ｎ
，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（デカン－１，１０－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ウンデカン－１，１１－ジイルビス（アザン
ジイル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミ
ド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ドデカン－１，１２－ジイルビス（アザンジ
イル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド
；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（トリデカン－１，１３－ジイルビス（アザン
ジイル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミ
ド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（テトラデカン－１，１４－ジイルビス（アザ
ンジイル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンア
ミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘキサデカン－１，１６－ジイルビス（アザ
ンジイル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンア
ミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（オクタデカン－１，１８－ジイルビス（アザ
ンジイル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイソニコチンア
ミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（エタン－１，２－ジイルビス（アザンジイル
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））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（プロパン－１，３－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ブタン－１，４－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ペンタン－１，５－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘキサン－１，６－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘプタン－１，７－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（オクタン－１，８－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ノナン－１，９－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（デカン－１，１０－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ウンデカン－１，１１－ジイルビス（アザン
ジイル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；Ｎ，Ｎ
’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ドデカン－１，１２－ジイルビス（アザンジイル）
）ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（トリデカン－１，１３－ジイルビス（アザン
ジイル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（テトラデカン－１，１４－ジイルビス（アザ
ンジイル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；Ｎ，
Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘキサデカン－１，１６－ジイルビス（アザンジ
イル））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；Ｎ，Ｎ’
－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（オクタデカン－１，１８－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（１－オキソプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；Ｎ，Ｎ’－（
２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（エタン－１，２－ジイルビス（アザンジイル））ビス（１
－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（プロパン－１，３－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミ
ド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ブタン－１，４－ジイルビス（アザンジイル
））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド
；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ペンタン－１，５－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミ
ド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘキサン－１，６－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミ
ド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘプタン－１，７－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミ
ド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（オクタン－１，８－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミ
ド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ノナン－１，９－ジイルビス（アザンジイル
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））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミド
；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（デカン－１，１０－ジイルビス（アザンジイ
ル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンアミ
ド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ウンデカン－１，１１－ジイルビス（アザン
ジイル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチン
アミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ドデカン－１，１２－ジイルビス（アザンジ
イル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチンア
ミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（トリデカン－１，１３－ジイルビス（アザン
ジイル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチン
アミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（テトラデカン－１，１４－ジイルビス（アザ
ンジイル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチ
ンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ヘキサデカン－１，１６－ジイルビス（アザ
ンジイル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチ
ンアミド；
Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（オクタデカン－１，１８－ジイルビス（アザ
ンジイル））ビス（１－オキソ－３－フェニルプロパン－２，１－ジイル）ジイソニコチ
ンアミド；
（２Ｓ）－２－［［２－（ドデカノイルアミノ）アセチル］アミノ］プロパン酸；
（２Ｓ）－２－［［２－［［２－（ドデカノイルアミノ）アセチル］アミノ］アセチル］
アミノ］プロパン酸；
（２Ｓ）－２－［［２－（ドデカノイルアミノ）アセチル］アミノ］－２－フェニル－酢
酸；
（２Ｓ）－２－［［２－（ドデカノイルアミノ）アセチル］アミノ］－３－メチル－ブタ
ン酸；
２－［［２－（ドデカノイルアミノ）アセチル］アミノ］酢酸；
（２Ｓ）－２－［［２－（ヘキサデカノイルアミノ）アセチル］アミノ］プロパン酸；及
びこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１に記載のマイクロカプセル組成物
。
【請求項６】
　前記一群のカプセル化剤の個々のカプセル化剤が、０．００１重量％～１０重量％の前
記ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤を含み、かつ１５％未満のシェル対コア質量比を有
する、請求項５に記載のマイクロカプセル組成物。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの有益剤が、香料、シリコーン、薬剤、知覚剤、防蚊剤、ビタミン
類、除草剤、殺虫剤、肥料、泡抑制剤、染料、色相剤、相転移剤、フェロモン類（feromo
nes）、甘味料、ホルモン類、誘引剤、皮膚用有益剤、潤滑剤、冷感剤、油類、生物的防
除剤、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載のマイクロカ
プセル組成物。
【請求項８】
　各カプセル化剤の前記シェル壁の前記ポリマーが、メラミン－ホルムアルデヒド樹脂、
尿素－ホルムアルデヒド樹脂、ポリアミド、ポリアクリレート、ホルムアルデヒドにより
架橋されたメラミン－ジメトキシエタノール、ポリアクリルアミド、シリカ、ポリスチレ
ンジビニルベンゼンにより架橋されたポリアクリレート系材、メチルメタクリレート（me
tthylmethacrylate）／ジメチルアミノメチルメタクリレートから形成されたポリアクリ
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レート、アミンアクリレート及び／又はメタクリレートと強酸とから形成されたポリアク
リレート、カルボン酸アクリレート及び／又はメタクリレートモノマーと強塩基とから形
成されたポリアクリレート；アミンアクリレート及び／又はメタクリレートモノマーと、
カルボン酸アクリレート及び／又はカルボン酸メタクリレートモノマーとから形成された
ポリアクリレート、シリコーン、架橋シリコーン、ホルムアルデヒドにより架橋された尿
素、グルタルアルデヒドにより架橋された尿素、ゼラチン、ポリアクリレート、アクリレ
ートモノマー、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン、ポリ尿素、ポリ
エステル、ポリカーボネート、多糖誘導体、及びこれらの混合物、からなる群から選択さ
れる、請求項１に記載のマイクロカプセル組成物。
【請求項９】
　前記シェル壁が、カチオン性、非イオン性又はアニオン性ポリマーにより取り囲まれる
及び／又はコーティングされる、請求項１に記載のマイクロカプセル組成物。
【請求項１０】
　洗濯用流体洗剤組成物であって、
　ａ）
　　ｉ）水を、前記マイクロカプセル組成物の重量に基づき５０重量％～８０重量％、
　　ｉｉ）一群のカプセル化剤を、前記マイクロカプセル組成物の重量に基づき２０重量
％～５０重量％、各カプセル化剤は、
　　　ａ）少なくとも１つの有益剤を含むコア；及び
　　　ｂ）前記コアを取り囲むシェル壁、該シェル壁は少なくとも１つのポリマーを含む
；
　　ｉｉｉ）前記マイクロカプセル組成物の総重量に基づき０．００１％～１０％のｐＨ
調節可能なジアミド系ゲル化剤であって、
【化７】

【化８】

【化９】

【化１０】
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【化１１】

【化１２】

からなる群より選択されるジアミド系ゲル化剤（式中、ｎは、２～２０）
、及び
　　ｉｖ）場合により、パラメトリック調整剤、
からなるマイクロカプセル組成物を、前記洗濯用流体洗剤組成物の総重量に基づき０．０
１重量％～５重量％と、
　ｂ）界面活性剤、ビルダー類、キレート剤、移染防止剤、分散剤、酵素、及び酵素安定
剤、触媒物質、漂白活性剤、ポリマー分散剤、粘土汚れ除去／再付着防止剤、光沢剤、抑
泡剤、染料、追加の香料及び香料送達系、構造弾性化剤、柔軟仕上げ剤、キャリア、ヒド
ロトロープ、加工助剤、及び／又は顔料、並びにこれらの混合物、からなる群から選択さ
れる少なくとも１つの補助剤成分を、前記液体洗濯洗剤の総重量に基づき９５％～９９．
９９％と、を含む、洗濯用流体洗剤組成物。
【請求項１１】
　前記ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤が、１～３０のｐＫａを有し、かつ式［Ｉ］：

【化１３】

　（式中、Ｒ１及びＲ２がアミノ官能性末端基であり、Ｌ１が１４ｇ／ｍｏｌ～５００ｇ
／ｍｏｌの重量平均分子量を有する主鎖部分であり、かつ少なくとも１つのＬ１、Ｒ１又
はＲ２がｐＨ感応性基を含む）を有する、請求項１０に記載の洗濯用流体洗剤組成物。
【請求項１２】
　ａ）前記賦形剤が水であり；
　ｂ）前記各カプセル化剤のシェル壁の前記ポリマーが、メラミン－ホルムアルデヒド樹
脂、尿素－ホルムアルデヒド樹脂、ポリアミド、及びポリアクリレートからなる群から選
択され；
　ｃ）前記少なくとも１つの有益剤が香料を含み；及び
　ｄ）前記一群のカプセル化剤中の個々のカプセル化剤が１５％未満のシェル対コア質量
比を有する、請求項１１に記載の洗濯用流体洗剤組成物。
【請求項１３】
　前記ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤が、１５０ｇ／ｍｏｌ～１５００ｇ／ｍｏｌの
重量平均分子量を有する、請求項１０に記載の洗濯用流体洗剤組成物。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示される実施形態は、広くはマイクロカプセル組成物に関する。すなわち
、一般的に、組成物に懸濁されたマイクロカプセルを含む組成物である。詳細には、実施
形態は、ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤を含むマイクロカプセル組成物、マイクロカ
プセル組成物を含む洗剤組成物、並びに組成物の製造工程を目的とする。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、液体洗濯洗剤などの各種消費者製品において、１つ以上の有益剤を運搬する賦
形剤として、多くの種類のカプセルが知られている。例えば、ポリマーシェル壁を有する
マイクロカプセルのコアに、香料、薬剤、及び抗菌剤などの生物的防除剤などの有益剤を
組み込むことにより、有益剤を組成物に組み込むことができる。
【０００３】
　マイクロカプセルは、もともと脆いものであり、典型的には水性スラリーとして製造さ
れる。水性スラリーは、一時的に製造所から離れた場所で保管され、及び／又は製造され
た場所から、最終製品中に混合される他の場所へと輸送される。スラリーが輸送時に混合
されるか、又は保管時に高温に曝露されることにより、多くの場合、ごくわずかのマイク
ロカプセルが崩壊し、あるいは有益剤がスラリー組成物に浸出する。従来のスラリー組成
物は、このような有益剤の不慮の添加により影響を受ける恐れがある。従来の、例えば、
多糖誘導体構造を含むスラリーでは、スラリーの粘性が損なわれ、不安定になるため、均
一なスラリー組成物を供給するのに役立たなくなる。特に供給プロセスが長くなる場合、
又は保管が長くなる場合、及び／又は高温下にある場合に、従来の多糖由来構造を有する
ＰＭＣスラリーには、構造材と香料との親和性、粒子の凝集、並びに粒子とスラリーとの
間の密度の差から、相分離又は物理的な不安定さがもたらされる傾向がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そのため、輸送時にさえ、特に高温下での輸送時にさえ許容可能なレオロジー及び経時
的なレオロジー安定性を有する、マイクロカプセル組成物が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　構造材としてｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤を少なくとも１つ含有する、本明細書
で開示されるマイクロカプセル組成物により、我々は上記の要件を少なくとも一部満たす
。
【０００６】
　一部の実施形態では、マイクロカプセル組成物には、水などの賦形剤、及びコアとコア
を取り囲むシェル壁とを含む一群のカプセルを含有させることができる。コアは、少なく
とも１つの有益剤、及び少なくとも１つのポリマーからなるシェル壁を含む。マイクロカ
プセル組成物は、更にｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤を含有する。
【０００７】
　更に、消費者製品の実施形態、詳細は、洗濯用流体洗剤組成物の実施形態は、マイクロ
カプセル組成物及び少なくとも１つの補助剤成分を含む。マイクロカプセル組成物には、
水などの賦形剤、及びコアとコアを取り囲むシェル壁とを含む一群のカプセルを含有させ
ることができる。コアは、少なくとも１つの有益剤、及び少なくとも１つのポリマーを含
有するシェル壁を含む。マイクロカプセル組成物は、更にｐＨ調整可能なジアミド系ゲル
化剤を含有する。少なくとも１つの好適な補助剤成分は、界面活性剤、ビルダー、キレー
ト化剤、移染防止剤、分散剤、酵素及び酵素安定剤、触媒作用性物質、漂白活性化剤、ポ
リマー分散剤、粘土汚れ除去／再付着防止剤、増白剤、泡抑制剤、染料、追加の香料及び
香料送達系、構造弾性化剤、柔軟仕上げ剤、基材、向水性物質、加工助剤、及び／又は顔
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料が挙げられるが、これらに限定されない。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本明細書で開示される実施形態は、マイクロカプセル組成物を含有するマイクロカプセ
ル組成物及び液体洗剤組成物を目的とするものである。
【０００９】
　マイクロカプセル組成物
　本発明の組成物は、例えば、香料マイクロカプセル組成物などのマイクロカプセル組成
物を含み得る。マイクロカプセル組成物は、好ましくは、賦形剤、一群のカプセル、ｐＨ
調整可能なジアミド系ゲル化剤、及び場合によりパラメトリック調整剤を含有するスラリ
ー又は懸濁液の形態である。マイクロカプセル組成物において、カプセルは、コア材料と
、コアの少なくとも一部を取り囲むシェル壁材料とからなる。コア材料には、以降に詳細
に記載する通り有益剤を含有させることができ、有益剤としては、非限定的な一例として
香料が挙げられる。カプセルのシェル壁材料（カプセルシェル材料として互換的に記載さ
れ得る）は、高分子構造体である。スラリー形態のマイクロカプセル組成物は、賦形剤と
して水を含み、そのため、水性スラリーとして記載することもできる。
【００１０】
　一実施形態では、カプセル剤のうち少なくとも約７５％、約８５％、更には約９０％は
、約１μｍ～約１５００μｍ、約５μｍ～５００μｍ、約１０μｍ～約２００μｍ、又は
更には約１５μｍ～約８０μｍの粒径を有し得る。カプセル剤のシェル壁は、約６０ｎｍ
～約２５０ｎｍ、約８０ｎｍ～約１８０ｎｍ、又は更には約１００ｎｍ～約１６０ｎｍの
厚みを有し得る。
【００１１】
　マイクロカプセル組成物の一態様では、マイクロカプセル組成物は、
　ｉ）マイクロカプセル組成物の総重量に基づき５０重量％～８０重量％の賦形剤；及び
　ｉｉ）マイクロカプセル組成物の総重量に基づき２０重量％～５０重量％の一群のカプ
セル剤；及び
　ｉｉｉ）マイクロカプセル組成物の総重量に基づき０．０１重量％～５重量％のｐＨ調
整可能なジアミド系ゲル化剤、を含み得る。
【００１２】
　賦形剤
　マイクロカプセル組成物の一態様では、賦形剤は、水、植物油、及び／又は有機溶媒を
含み得る。一態様では、賦形剤は、水であってよい。他の態様では、賦形剤には、塩、香
料、殺生物剤、ポリマー、及びこれらの混合物を更に含ませることができる。
【００１３】
　ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤
　好ましくは、マイクロカプセル組成物は、少なくとも１つのｐＨ調整可能なジアミド系
ゲル化剤を含む。例えば、マイクロカプセル組成物には、マイクロカプセル組成物の約０
．０１重量％～約５重量％、又は約０．１重量％～約２重量％のｐＨ調整可能なアミド系
ゲル化剤を含有させることができる。
【００１４】
　ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤により、組成物のｐＨに応じた粘度特性を有するマ
イクロカプセル組成物が提供される。ｐＨ調整可能なアミド系ゲル化剤は、少なくとも１
個のｐＨ感応性基を含む。ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤が水などの極性プロトン性
溶媒に添加されると、非イオン種が粘度を上昇させるネットワーク組織を形成するのに対
し、イオン種は可溶性であり、粘度を上昇させるネットワーク組織を形成しない。（ｐＨ
感応性基の選択に応じて）ｐＨを増減させることにより、ジアミド系ゲル化剤は、プロト
ン化又は脱プロトン化される。つまり、溶液のｐＨを変化させることにより、ジアミド系
ゲル化剤の溶解度、ひいては粘度上昇挙動を制御することができる。ｐＨ感応性基を注意
深く選択することにより、ジアミド系ゲル化剤のｐＫａを調整することができる。したが
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することができる。
【００１５】
　ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤は、式：
【化１】

　（式中、Ｒ１及びＲ２はアミノ官能性末端基であり、Ｌ１は、１４ｇ／ｍｏｌ～５００
ｇ／ｍｏｌの分子量を有する主鎖部分であり、Ｌ１、Ｒ１及びＲ２のうちの少なくとも１
つは、ｐＨ感応性基を含み、
　ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤は、１～３０のｐＫａを有し、好ましくは１．５～
１４のｐＫａを有する。
【００１６】
　ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤は、少なくとも１個のアミド官能基を含み、かつ、
少なくとも１個のｐＨ感応性基を更に含む。好ましくは、ｐＨ調整可能なジアミドゲル化
剤は、１５０～１５００ｇ／ｍｏｌ、より好ましくは３００ｇ／ｍｏｌ～９００ｇ／ｍｏ
ｌ、最も好ましくは４００ｇ／ｍｏｌ～７００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する。
【００１７】
　Ｌ１は、好ましくは式：
　［ＩＩＩ］Ｌ１＝Ａａ－Ｂｂ－Ｃｃ－Ｄｄ、　（式中、（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）は１～２０
であり、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤは、

【化２】

【００１８】
　好ましくは、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤは、
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【化３】

　からなる群から選択される（＊矢印は、示された位置における最大４つの置換を示し、
Ｘ－はアニオンである））。
【００１９】
　好ましくは、Ｌ１は、Ｃ２～Ｃ２０、より好ましくはＣ６～Ｃ１２、最も好ましくはＣ

８～Ｃ１０ヒドロカルビル鎖から選択される。
【００２０】
　好ましい実施形態では、Ｒ１は、Ｒ３又は
【化４】

　であり、Ｒ２は、Ｒ４又は
【化５】

　である（式中、各ＡＡは、
【化６】

　からなる群から独立して選択されＲ３及びＲ４は、独立して式：
　［ＩＶ］（Ｌ’）ｏ－（Ｌ”）ｑ－Ｒを有し、
　（ｏ＋ｑ）は１～１０であり、Ｌ’及びＬ”は、式［ＩＩＩ］のＡ、Ｂ、Ｃ、及びＤと
同じ基から独立して選択される連結基であり、かつＲ、Ｒ’、及びＲ”は、独立して、Ａ
Ａ下に掲載されるｐＨ感応性基又は次の：
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【化７】

　からなるｐＨ感応性基のいずれかから選択され、（＊矢印は、示された位置における最
大４つの置換を示し、ｎ及びｍは、１～２０の整数である）
　あるいは、ＡＡ下に掲載される非ｐＨ感応性基及び／又は次の：

【化８】

　群から選択され、その結果、Ｒ、Ｒ’、及びＲ”のうちの少なくとも１つはｐＨ感応性
基を含む）。好ましくは、ＲはｐＨ感応性基を含む。
【００２１】
　他の実施形態において、Ｒ、Ｒ’、及びＲ”の少なくともいくつかは、
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【化９】

　からなるｐＨ感受性分子の群から独立して選択される。
【００２２】
　好ましい実施形態では、構造［Ｉ］を有するｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤は、以
下を特徴とする。Ｌ１は、２～２０個の炭素原子からなる主鎖を有する脂肪族連結基であ
り、好ましくは－（ＣＨ２）ｎ－（式中、ｎは２～２０から選択される）であり、Ｒ１及
びＲ２は共に構造：

【化１０】

　を有し、
　ＡＡは、
【化１１】

　からなる群から選択されるのが好ましく、Ｒは、
【化１２】

　からなる群のｐＨ感応性基から選択される。
【００２３】
　別の実施形態において、Ｌ１、Ｌ’、及びＬ”の２つ以上は同一基である。
【００２４】
　式［Ｉ］に示されるｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤分子は、当該Ｌ１に対して対称
であり得、又は非対称であり得る。理論に制限されるものではないが、対称なｐＨ調整可
能なジアミド系ゲル化剤分子は、より規則的な構造のネットワーク組織が形成されるのを
可能にするが、１つ以上の非対称なｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤分子を含む組成物
は、不規則なネットワーク組織を形成する可能性があると考えられている。
【００２５】
　構造［Ｉ］を有する好適なｐＨ調整可能なアミドゲル化剤は、表１及びこれらの混合物
から選択することができる。
【００２６】
　ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤の実施例：
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【表１－３】

【００２７】
　一態様では、ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤は：
　Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（プロパン－１，３－ジイルビスビス（アザ
ンジイルビス））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイルビス）ジイイソ
ニコチンアミド、
　Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（オクタン－１，８－ジイルビスビス（アザ
ンジイルビス））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイルビス）ジイイソ
ニコチンアミド、
　Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ドデカン－１，１２－ジイルビスビス（ア
ザンジイルビス））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイルビス）ジイイ
ソニコチンアミド、
　Ｎ－［（１Ｓ）－２－メチル－１－［３－［［（２Ｓ）－３－メチル－２－（ピリジン
－４－カルボニルアミノ）ペンタノイル］アミノ］プロピルカルバモイル］ブチル］ピリ
ジン－４－カルボキサミド、
　Ｎ－［（１Ｓ）－２－メチル－１－［８－［［（２Ｓ）－３－メチル－２－（ピリジン
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－４－カルボニルアミノ）ペンタノイル］アミノ］オクチルカルバモイル］ブチル］ピリ
ジン－４－カルボキサミド、
　Ｎ－［（１Ｓ）－２－メチル－１－［１２－［［（２Ｓ）－３－メチル－２－（ピリジ
ン－４－カルボニルアミノ）ペンタノイル］アミノ］ドデシルカルバモイル］ブチル］ピ
リジン－４－カルボキサミド、
　Ｎ－［（１Ｓ）－３－メチルスルファニル－１－［３－［［（２Ｓ）－４－メチルスル
ファニル－２－（ピリジン－４－カルボニルアミノ）ブタノイル］アミノ］プロピルカル
バモイル］プロピル］ピリジン－４－カルボキサミド、
　Ｎ－［（１Ｓ）－３－メチルスルファニル－１－［８－［［（２Ｓ）－４－メチルスル
ファニル－２－（ピリジン－４－カルボニルアミノ）ブタノイル］アミノ］オクチルカル
バモイル］プロピル］ピリジン－４－カルボキサミド、
　Ｎ－［（１Ｓ）－３－メチルスルファニル－１－［１２－［［（２Ｓ）－４－メチルス
ルファニル－２－（ピリジン－４－カルボニルアミノ）ブタノイル］アミノ］ドデシルカ
ルバモイル］プロピル］ピリジン－４－カルボキサミド、
　（６Ｓ，１４Ｓ’）－６，１４－ジイソプロピル－４，７，１３，１６－テトラオキソ
－５，８，１２，１５－テトラアザノナデカン－１，１９－二酸、
　（６Ｓ，１９Ｓ）－６，１９－ジイソプロピル－４，７，１８，２１－テトラオキソ－
５，８，１７，２０－テトラアザテトラコサン－１，２４－二酸、
　（６Ｓ，２３Ｓ）－６，２３－ジイソプロピル－４，７，２２，２５－テトラオキソ－
５，８，２１，２４－テトラアザオクタコサン－１，２８－二酸、
　及びこれらの混合物、からなる群から選択される。
【００２８】
　両方の種類のｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤構造の特定の実施形態において、ＡＡ
は、アラニン、β－アラニン、及び置換アラニン、直鎖アミノアルキルカルボン酸、環状
アミノアルキルカルボン酸、アミノ安息香酸誘導体、アミノ酪酸誘導体、アルギニン及び
同族体、アスパラギン、アスパラギン酸、ｐ－ベンゾイル－フェニルアラニン、ビフェニ
ルアラニン、シトルリン、シクロプロピルアラニン、シクロペンチルアラニン、シクロヘ
キシルアラニン、システイン、シスチン及び誘導体、ジアミノ酪酸誘導体、ジアミノプロ
ピオン酸、グルタミン酸誘導体、グルタミン、グリシン、置換グリシン、ヒスチジン、ホ
モセリン、インドール誘導体、イソロイシン、ロイシン及び誘導体、リジン、メチオニン
、ナフチルアラニン、ノルロイシン、ノルバリン、オルニチン、フェニルアラニン、環置
換フェニルアラニン、フェニルグリシン、ピペコリン酸、ニペコチン酸及びイソニペコチ
ン酸、プロリン、ヒドロキシプロリン、チアゾリジン、ピリジルアラニン、セリン、スタ
チン及び類似体、トレオニン、テトラヒドロノルハルマン－３－カルボン酸、１，２，３
，４－テトラヒドロイソキノリン、トリプトファン、チロシン、バリン、並びにこれらの
組み合わせのうちの少なくとも１つを含む。
【００２９】
　ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤分子はまた、保護基、好ましくは１～２個の保護基
、好ましくは２個の保護基を含んでもよい。好適な保護基の例は、「保護基（Protecting
 Groups）」，Ｐ．Ｊ．Ｋｏｃｉｅｎｓｋｉ，ＩＳＢＮ　３１３　１３５６０１　４，Ｇ
ｅｏｒｇ　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ，Ｓｔｕｔｇａｒｔ；及び「有機化学における保
護基（Protective Groups in Organic Chemistry）」，Ｔ．Ｗ．Ｇｒｅｅｎｅ，Ｐ．Ｇ．
Ｍ．Ｗｕｔｓ，ＩＳＢＮ　０－４７１－６２３０１－６，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ＆　Ｓｏ
ｎｓ，Ｉｎｃ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋに提供されている。
【００３０】
　ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤は、最小ゲル化濃度（ＭＧＣ）試験方法に従って、
組成物の目標のｐＨにおいて、流体洗剤組成物中に０．１～１００ｍｇ／ｍＬの最小ゲル
化濃度（ＭＧＣ）を有するのが好ましく、好ましくは０．１～２５ｍｇ／ｍＬ、より好ま
しくは０．５ｍｇ／ｍＬ～１０ｍｇ／ｍＬである。本明細書で用いられるＭＧＣは、ｍｇ
／ｍＬとして、又は重量％として表わされることができ、その場合、重量％は、ｍｇ／ｍ
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ＬのＭＧＣを１０で割ることによって計算される。一実施形態では、流体洗剤組成物にお
いて測定する場合、ＭＧＣは、０．１～１００ｍｇ／ｍＬ、好ましくは０．１ｍｇ／ｍＬ
～２５ｍｇ／ｍＬのｐＨ調整可能なアミド系ゲル化剤、より好ましくは０．５ｍｇ／ｍＬ
～１０ｍｇ／ｍＬ、又は少なくとも０．１ｍｇ／ｍＬ、少なくとも０．３ｍｇ／ｍＬ、少
なくとも０．５ｍｇ／ｍＬ、少なくとも１．０ｍｇ／ｍＬ、少なくとも２．０ｍｇ／ｍＬ
、少なくとも５．０ｍｇ／ｍＬのｐＨ調整可能なアミド系ゲル化剤である。一部の実施例
では、マイクロカプセル組成物又は流体洗剤組成物には、ＭＧＣ超又は以下のいずれの濃
度でもｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤濃縮液を含有させることができるものの、ｐＨ
調整可能なアミド系ゲル化剤は、ＭＧＣを下回る濃度で特に有用なレオロジーを生じ得る
。
【００３１】
　二次外部構造化剤
　一実施形態では、ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤を、マイクロカプセル組成物の重
量に基づき０．０１重量％～５重量％の１つ以上の追加の外部構造化剤と組み合わせるこ
とができる。理論により制限されるものではないが、追加の外部構造化剤を使用すること
により、時間依存性のゲル化の改善された制御が可能になると考えられている。例えば、
ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤は最終的に優れたゲル化をもたらす一方で、他の外部
構造化剤は、ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤がゲル化を生じている段階中にも、一時
的なゲル構造を提供することができる。好適な二次構造化剤の非限定的な例は、次の（ｉ
）～（ｉｖ）である。
　（ｉ）バクテリアセルロース：マイクロカプセル組成物には、０．００５重量％～１．
０重量％のバクテリアセルロースネットワーク構造を含ませることもできる。用語「バク
テリアセルロース」は、ＣＰＫｅｌｃｏ　Ｕ．Ｓ．によるＣＥＬＬＵＬＯＮ（登録商標）
などのアセトバクター属のバクテリアの発酵により生産された任意の種類のセルロースを
包含し、かつ、ミクロフィブリル化セルロース、バクテリアセルロースネットワーク等と
一般に称される材料を含む。
　（ｉｉ）被覆バクテリアセルロース：一実施形態において、バクテリアセルロースは、
例えば、米国特許出願第２００７／００２７１０８号の第８～１９パラグラフに開示され
ている方法に従って調製された高分子増粘剤で部分的に被覆される。一実施形態において
、少なくとも部分的に被覆されたバクテリアセルロースは、０．１重量％～５重量％、好
ましくは０．５重量％～３．０重量％のバクテリアセルロースと、１０重量％～９０重量
％の高分子増粘剤とを含む。好適なバクテリアセルロースとしては、前述のバクテリアセ
ルロースが挙げられ、好適な高分子増粘剤としては、カルボキシメチルセルロース、カチ
オン性ヒドロキシメチルセルロース、及びこれらの混合物が挙げられる。
　（ｉｉｉ）非ポリマー結晶性ヒドロキシル官能性材料：好ましい実施形態では、マイク
ロカプセル組成物は、０．０１重量％～１重量％の非ポリマー結晶性ヒドロキシル官能性
構造化剤を更に含む。このような非ポリマー結晶性ヒドロキシル官能性構造化剤は、一般
に、最終流体洗剤組成物中への分散を補助するために、予め乳化が可能な結晶化可能グリ
セリドを含む。好適な結晶化可能なグリセリドとしては、液体洗剤組成物内で結晶化させ
ることができるという条件で、硬化ヒマシ油つまり「ＨＣＯ」又はその誘導体が挙げられ
る。
　（ｉｖ）ポリマー構造化剤：マイクロカプセル組成物には、０．０１重量％～５重量％
の天然由来及び／又は合成ポリマー構造化剤を含有させることもできる。天然由来のポリ
マー系構造化剤としては：ヒドロキシエチルセルロース、疎水変性ヒドロキシエチルセル
ロース、カルボキシメチルセルロース、多糖誘導体、及びこれらの混合物が挙げられる。
合成ポリマー構造剤としては：ポリカルボキシレート、ポリアクリレート、疎水変性エト
キシル化ウレタン、疎水変性非イオン性ポリオール、及びこれらの混合物が挙げられる。
別の好ましい実施形態では、ポリアクリレートは、不飽和モノ－又はジ－カルボン酸と（
メタ）アクリル酸のＣ１～Ｃ３０アルキルエステルのコポリマーである。
【００３２】
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　有益剤を有するマイクロカプセル
　本開示の一態様では、一群のカプセルは、例えば、シェル壁及びコアからなるカプセル
を少なくとも８０％、少なくとも８５％、又は更には少なくとも９０％含有し、シェルは
コアを封入するシェル壁を形成するポリマーを含み、コアは有益材を含む。一部の用途で
は、適切な機械的力の適用時に内容物を放出する一群のカプセルと、光への露出時に内容
物を放出する一群のカプセルとを組み合わせることが望ましい場合もある。
【００３３】
　マイクロカプセルのシェル壁は、メラミン－ホルムアルデヒド樹脂、尿素－ホルムアル
デヒド樹脂、ポリアミド、ポリアクリレート、ホルムアルデヒドにより架橋されたメラミ
ン－ジメトキシエタノール、ポリアクリルアミド、シリカ、ジビニルベンゼンにより架橋
されたポリスチレン、ポリアクリレート系材料、メチルメタクリレート（metthylmethacr
ylate）／ジメチルアミノメチルメタクリレートから形成されたポリアクリレート、アミ
ンアクリレート及び／又はメタクリレートと強酸とから形成されたポリアクリレート、カ
ルボン酸アクリレートモノマー及び／又はメタクリレートモノマーと、強塩基とから形成
されたポリアクリレート；アミンアクリレートモノマー及び／又はメタクリレートモノマ
ーと、カルボン酸アクリレートモノマー及び／又はカルボン酸メタクリレートモノマーと
から形成されたポリアクリレート、シリコーン、架橋シリコーン、ホルムアルデヒドによ
り架橋された尿素、グルタルアルデヒドにより架橋された尿素、ゼラチン、ポリアクリレ
ート、アクリレートモノマー、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン、
ポリ尿素、ポリエステル、ポリカーボネート、多糖誘導体、例えば、アルギン酸塩、キト
サン、メチルセルロース、フタル酸ヒドロキシプロピルメチルセルロース、酢酸フタル酸
セルロース、及びこれらの混合物などからなる群から選択され得るポリマーを含む。
【００３４】
　マイクロカプセルの、ポリマー含有シェル壁は、カチオン性、非イオン性又はアニオン
性ポリマー、例えば、ポリビニル－ホルムアルデヒド、一部ヒドロキシル化させたポリビ
ニル－ホルムアルデヒド、ポリビニルアミン、ポリエチレンイミン、エトキシル化ポリエ
チレンイミン、ポリビニルアルコール、ポリアクリレート、及びこれらの混合物からなる
群から選択されるポリマーにより取り囲む及び／又はコーティングさせることができる。
【００３５】
　このようなカプセルに含有させる有益剤は、用途に応じ同一のものであっても、又は異
なるものであってもよい。有益剤は、香料、シリコーン、薬剤、知覚剤、防蚊剤、ビタミ
ン類、除草剤、殺虫剤、肥料、抑泡剤、染料、色相剤、相転移剤、フェロモン類、甘味料
、ホルモン類、誘引剤、皮膚用有益剤、潤滑剤、冷感剤、油類、生物的防除剤及びこれら
の組み合わせからなる群から選択され得る。
【００３６】
　一態様では、有益剤は香料組成物を含み、香料組成物は、約２．０～約４．５、又は更
には約２．５～約４．２５のｃＬｏｇＰを有する香料原材料を含む。
【００３７】
　カプセルの一態様では、カプセルのコアには：
　ａ）Ｃｌｏｇ　Ｐが４．５未満～約２、４．２５未満～約２．２、４．０未満～約２．
５、更には３．７５未満～約２．６である香料組成物；
　ｂ）Ｃｌｏｇ　Ｐが４．０未満～約２．０である香料材料を、香料組成物の総重量に基
づき少なくとも６０重量％、更には少なくとも７０重量％含む香料組成物；
　ｃ）Ｃｌｏｇ　Ｐが３．５未満～約２である香料材料を、香料組成物の総重量に基づき
少なくとも３５重量％、少なくとも５０重量％、更には少なくとも６０重量％含む香料組
成物；
　ｄ）香料組成物の総重量に基づき、Ｃｌｏｇ　Ｐが４．０未満～約２．０、更には３．
５未満～約２．０である香料材料を少なくとも４０重量％、及びＣｌｏｇ　Ｐが２．０未
満～約１．０である香料材料を少なくとも１重量％含む香料組成物；
　ｅ）香料組成物の総重量に基づき、Ｃｌｏｇ　Ｐが４．０未満～約２、更には３．５未
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満～約２．０である香料材料を少なくとも４０重量％、及びＣｌｏｇ　Ｐが３．０未満～
約１．５のである香料材料を少なくとも１５重量％含む香料組成物；
　ｆ）香料組成物の総重量に基づき、ブタノアートエステルを少なくとも１重量％、更に
は少なくとも２．０重量％、及びペンタノアートエステルを少なくとも１重量％含む香料
組成物；
　ｇ）香料組成物の総重量に基づき、アリル部分を含むエステルを少なくとも２．０重量
％、更には少なくとも３．０重量％、及びエステル部分を含む他の香料を少なくとも１０
重量％、少なくとも２５重量％、更には少なくとも３０重量％含む香料組成物；
　ｈ）香料組成物の総重量に基づき、アルキル鎖部分を含むアルデヒドを少なくとも１．
０重量％、更には少なくとも５．０重量％含む香料組成物；
　ｉ）香料組成物の総重量に基づき、ブタノアートエステルを少なくとも２．０重量％含
む香料組成物；
　ｊ）香料組成物の総重量に基づき、ペンタノアートエステルを少なくとも１．０重量％
含む香料組成物；
　ｋ）香料組成物の総重量に基づき、アリル部分を含むエステルを少なくとも３．０重量
％、及びアルキル鎖部分を含むアルデヒドを少なくとも１．０重量％含む香料組成物；
　ｌ）香料組成物の総重量に基づき、エステル部分を少なくとも香料の２５重量％、及び
アルキル鎖部分を含むアルデヒドを少なくとも１．０重量％含む香料組成物；
　ｍ）香料組成物の総重量に基づき、約０．５％～約５０％，約１．０％～約４０％、又
は更には約５．０％～約３０％のパラメトリック調整剤を含む香料組成物、からなる群か
ら選択される香料組成物を含有させることができる。
　但し、香料組成物は、封入に使用したモノマー以外に、同様の官能基を含有する香料原
材料は含有せず、又は組成物の総重量の１０重量％未満で有する。
【００３８】
　他の態様では、有益剤は、シリコーン、抗菌剤、香味料、灼熱剤又は冷感剤を含む。他
の好適な有益剤としては、有益剤送達系が組み込まれる製品の香りの知覚全般に貢献する
スパイス又は調味料などの着香成分が挙げられる。医療用有益剤としては薬剤を含有させ
ることもできる。一実施形態では、治療上有効な量の薬剤が選択される。
【００３９】
　他の態様では、殺生物剤、抗菌剤殺菌剤、殺真菌剤、殺藻剤、防かび剤、殺菌剤、消毒
薬様漂白剤、防腐剤、殺虫剤、防虫剤（insect及び／又はmoth repellant）、駆虫剤、植
物生長ホルモン、などの生物的防除剤が選択される。他の態様では、グルタルアルデヒド
、シンナムアルデヒド、及びこれらの混合物などの抗菌剤が選択される。他の態様では、
有益剤としてはアゾール系抗菌剤を選択することができ、このようなアゾール系抗菌剤と
しては、ベンゾイミダゾールなどのイミダゾール、ベンゾチアゾール、ビフォナゾール、
硝酸ブタコナゾール、クリンバゾール、クロトリマゾール、クロコナゾール、エベルコナ
ゾール、エコナゾール、エルビオール、フェンチコナゾール、フルコナゾール、フルチマ
ゾール、イソコナゾール、ケトコナゾール、ラノコナゾール、メトロニダゾール、ミコナ
ゾール、ネチコナゾール、オモコナゾール、硝酸オキシコナゾール、セルタコナゾール、
硝酸スルコナゾール、チオコナゾール、チアゾール、並びにテルコナゾール及びイトラコ
ナゾールのなどのトリアゾール、並びにこれらの組み合わせが挙げられる。
【００４０】
　他の態様では、シトロネラル、シトラール、Ｎ，Ｎジエチルメタトルアミド、ロタンジ
アール、８－アセトキシカルボタンアセノン、及びこれらの混合物などの典型的な防虫剤
を使用することができる。本明細書において有益剤として使用することのできる防虫剤の
その他の例としては、米国特許第４，４４９，９８７号、同第４，６９３，８９０号、同
第４，６９６，６７６号、同第４，９３３，３７１号、同第５，０３０，６６０号、同第
５，１９６，２００号、並びにＰｌａｎｔｓ，ＡＳＣ　Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ　Ｓｅｒｉｅ
ｓ　５２５，Ｒ．Ｔｅｒａｎｉｓｈｉ，Ｒ．Ｇ．Ｂｕｔｔｅｒｙ，ａｎｄ　Ｈ．Ｓｕｇｉ
ｓａｗａ，１９９３，ｐｐ．３５～４８のＢｉｏａｃｔｉｖｅ　Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｃｏ
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ｍｐｏｕｎｄｓにおいて公開されている「各種昆虫種に対する香料分子及び芳香分子のセ
ミオ活性（Semio Activity of Flavor and Fragrance molecules on various Insect Spe
cies）」Ｂ．Ｄ．Ｍｏｏｋｈｅｒｊｅｅらに記載のものが挙げられる。これらの刊行物は
、参照により本出願に組み込まれる。
【００４１】
　好適な香料原料
　カプセル剤のコアが有益剤として香料を含む場合、一部の実施例では、カプセル剤コア
における香料（１つ又は複数）は、象限Ｉの香料原材料に周知の通り、香料原材料の１％
～３０％が３未満のＣｌｏｇＰと、２５０℃未満の沸点を有し得るよう選択することがで
き、香料原材料の７０％超は、象限ＩＩ、ＩＩＩ、Ｖの香料原材料に周知の通り、３超の
ＣｌｏｇＰ又は３未満のＣｌｏｇＰと、２５０℃超の沸点を有するものからなる群から選
択される。好適な象限Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ及びＩＶの香料原材料は、米国特許第６，８６９
，９２３　Ｂ１号に開示されている。しかしながら、一般的に、１つ又はそれ以上の香料
が、マイクロカプセル組成物及び／又はマイクロカプセル組成物を含む流体洗剤組成物に
所望の効果を送達する任意の香料から選択することができる。
【００４２】
　パラメトリック調整剤
　本明細書で開示されるカプセル剤には、更にパラメトリック調整剤を含有させることも
できる。本明細書で使用するとき、「調整剤」は、次の封入剤及び／又は封入剤コア材料
の特性：密度、蒸気圧及び／又はＣｌｏｇＰのうちの１つ又はそれ以上を変更するのに使
用することのできる物質である。調整剤を使用して封入剤及び／又は封入剤コア材料の蒸
気圧を調整する場合、本質的にはこのような封入剤及び／又は封入剤コア材料の沸点が変
更されることになる。
【００４３】
　一態様では、存在させる場合には少なくとも一部のパラメトリック調整剤がカプセル剤
のシェル壁又はシェル内に含有される。他の態様では、カプセル剤のコアは、少なくとも
一部のパラメトリック調整剤を含み得る。
【００４４】
　一態様では、パラメトリック調整剤は、密度調整剤であってよい。理論に束縛されるも
のではないが、密度調整剤は、消費者向け流体製品中にカプセル剤を安定的に懸濁するこ
とができるようカプセル剤の密度を調整することのできる物質である。カプセル剤の一態
様では、カプセル剤は約１．５ｃｍ／年未満、約１．０ｃｍ／年未満の沈降速度を有する
。カプセル剤の他の態様では、香料組成物には、１つ以上の流体を含ませることができ、
カプセル剤と、１つ以上の流体のうちの少なくとも１つとの密度比を、少なくとも約０．
９：１～約１．１：１にする、密度を有させることができる。好適な密度調整剤としては
：臭素化植物油、Ｔｉｎｔ　Ａｙｄ　ＰＣ　９００３及び米国特許第２９０３５３６５　
Ａ１号に記載のものが挙げられる。
【００４５】
　例えば、密度調整剤は、限定するものではないが、二酸化チタン（ＴｉＯ２）、酸化亜
鉛（ＺｎＯ）、Ｆｅ２Ｏ３、ＣＯ２Ｏ３、ＣｏＯ、ＮｉＯ、ＡｇＯ、ＣｕＯ、二酸化ジル
コニウム（ＺｒＯ２）、シリカ及びその他の金属酸化物から選択される金属酸化物であっ
てよい。これらは全体よりも大きい特有の密度を有するものでなくてはならない。いずれ
も増粘剤として機能させることができ、追加の機能特性を提供することのできる酸化物が
特に有用である。
【００４６】
　一態様では、密度調整剤の密度は１超である。コアに密度調整剤を加えることにより、
カプセル剤の密度は独立して所望の程度にまで調節することができる。疎水性改質した金
属酸化物が有用である。金属酸化物の例としては、限定するものではないが、ＢＡＳＦよ
り製造のＵｖｉｎｕｌ（登録商標）ＴｉＯ２、Ｚ－ＣＯＴＥ（登録商標）ＨＰ１、Ｔ－ｌ
ｉｔｅ（商標）ＳＦ、Ｔ－ｌｉｔｅ（商標）ＳＦ－Ｓ、Ｔ－ｌｉｔｅ（商標）ＭＡＸ及び
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Ｚ－ＣＯＴＥ（登録商標）ＭＡＸ；ＥｖｏｎｉｋのＡｅｒｏｓｉｌ（登録商標）Ｒ８１２
、Ａｅｒｏｓｉｌ（登録商標）Ｒ９７２／Ｒ９４；並びにＤｕｐｏｎｔのＴｉ－Ｐｕｒｅ
（登録商標）Ｒ－７００、及びＴｉ－Ｓｅｌｅｃｔ（商標）ＴＳ－６２００が挙げられる
。
【００４７】
　密度調整剤は、臭化野菜油（ＢＶＯ）及び酢酸スクロースイソブチレートなどの有機化
合物から選択することもできる。このような密度調整剤としては、Ｅａｓｔｍａｎ　ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ（Ｋｉｎｇｓｐｏｒｔ、Ｔｅｎｎ．３７６６２）から、商品名Ｓｕｓｔａｎ
ｅ　ＳＡＩＢ、Ｓｕｓｔａｎｅ　ＳＡＩＢ　ＭＣＴ、Ｓｕｓｔａｎｅ　ＳＡＩＢ　ＥＴ－
１０、Ｅａｓｔｍａｎ　ＳＡＩＢ－１００、Ｅａｓｔｍａｎ　ＳＡＩＢ－９０ＥＡ、及び
Ｅａｓｔｍａｎ　ＳＡＩＢ－９０のものを利用できる。増粘目的に際し、１超の密度を保
有し、かつ実質的に香料と反応しない任意の物質を使用することができる。加えて、無臭
であり、又は香料の原臭に干渉することのない物質が特に有用である。増粘剤及び香料コ
アの化学及び物理的和合性をもとに選別を行うことができる。
【００４８】
　不活性な金属粒子又は金属化合物又は金属アロイは、通常１．０を超える密度を保有し
、かつ所望の密度を提供するのに非常に効果的であり得ることから、密度調整剤は、これ
らの物質から選択することもできる。銀（Ａｇ）、亜鉛（Ｚｎ）、鉄（Ｆｅ）、コバルト
（Ｃｏ）、ニッケル（Ｎｉ）、及び銅（Ｃｕ）がその例である。有用な材料は、香料コア
と和合性のあるものである。
【００４９】
　固形の密度調整剤の場合、材料は、任意の物理直径のものであってよく、かつ所望の封
入剤特性（例えば、寸法）と形態学的に和合性のあるものであり得る。コア材料は、数ｎ
ｍ～数μｍの範囲の直径を有する物質から選択することができる。物理的寸法に関する限
り、コア増粘剤の上限及び下限は、最終的にはカプセル剤の物理的寸法をもとに決定され
る。例えば、３０μｍの増粘化カプセルを調製する場合には、増粘剤の最大物理寸法は３
０μｍ以下に制限される。最適な性能に関し、カプセルの物理的な寸法と、コア増粘剤の
物理的な寸法との間には相関関係が存在し得る可能性がある。例えば、カプセル剤をより
大型にするには、より良好な破裂及び放出性のため、物理的により大きい増粘剤が必要と
され得る。このような事象は、カプセルの破裂が押し出し力によるものである場合に説明
することができる。同様に、より小型の粒径を有する材料により小型のカプセルが有効に
なる場合もある。
【００５０】
　更に、コア材料は、中空、多孔質、メソ多孔性、ナノ多孔性、又は完全充填性のもので
あってよい。コア材料は、球、正方形、針状、繊維状、及び楕円体など、任意の規則的な
又は不規則的な形状のものであってもよい。コア材料の物理的寸法は、ナノスケール材料
からマイクロスケール材料の範囲に及んでよい。ポリアミド系封入シェルに封入すること
ができ、かつ香料コアを増粘剤と混合した後にも香料コアが液体のままであるならば、コ
アにおいて増粘剤は任意の寸法であってよい。
【００５１】
　ｃＬｏｇＰ調整剤：理論に束縛されるものではないが、ｃＬｏｇＰ調整剤は、有益剤組
成物の乳化を容易にさせるために有益剤組成物の総ｃＬｏｇＰを増加させることのできる
材料である。
【００５２】
　蒸気圧調整剤：蒸気圧により、香料組成物の蒸発速度及び臭気強度の測定基準が提供さ
れる。理論に束縛されるものではないが、カプセル剤コアの蒸気圧が調整された場合、カ
プセル剤は、より長時間持続性となり、コア材料の放出性は、より一定になる。
【００５３】
　低蒸気圧を有する（すなわち、蒸気圧が２５０℃超である）材料を使用して、長期放出
性（下表を参照のこと）を改善することもでき、又は迅速放出性のために高蒸気圧を有す
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る（すなわち、ｂ．ｐ．が２５０℃以下）材料を使用することもできる。
【００５４】
　マイクロカプセル組成物の補助成分
　本明細書の以降に例示される補助成分の非限定的な一覧は、本発明の組成物への使用に
好適なものについての一覧であり、本明細書に記載の特定の実施形態に、例えば、カプセ
ル剤の反応基を処理する際にｐＨを緩衝するために、あるいはスカベンジャー類、塩類、
又は構造化系などのマイクロカプセル組成物を安定化させるために望ましく組み込むこと
ができる。このような補助成分は、カプセル剤により供給される成分に加えられるものと
理解される。このような追加成分の正確な性質、及びそれを組み込む濃度は、組成物の物
理的形態及び使用されるべき作業の性質に依存する。好適な補助成分としては、限定する
ものではないが、界面活性剤、加工助剤及び／又は顔料が挙げられる。
　ｉ）アミノプラストカプセル化工程は、ホルムアルデヒドスカベンジャーを必要とし得
る。このホルムアルデヒドスカベンジャーは、β－ジカルボニル化合物、アミド、イミン
、アセタールホルマー（acetal formers）、硫黄含有化合物、活性化炭素、アンモニウム
、有機アミン、酸化剤、及びこれらの混合物からなる群から選択され得る。
【００５５】
　マイクロカプセル組成物の製造工程
　カプセル剤を含み、ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤を含むマイクロカプセル組成物
の製造工程であって、
　（ａ）カプセル剤を賦形剤と予混合する工程、
　（ｂ）ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤を含む構造化剤プレミックスを調製する工程
であって、プレミックスが、ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤がイオン性の非粘度上昇
型であるようなｐＨである、工程、
　（ｃ）カプセル化剤混合物とゲル化剤プレミックスを組み合わせる工程、
　（ｃ）マイクロカプセル組成物が、ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤が非イオン性の
粘度上昇型であるようなｐＨであるように、必要に応じて、マイクロカプセル組成物のｐ
Ｈを調整する工程、を含む。
【００５６】
　カプセル化剤／賦形剤混合物及びゲル化剤プレミックスは、特にマイクロカプセル組成
物が、酵素などの感熱性有益剤カプセル化剤を更に含む場合には、好ましくは、ゲル化剤
プレミックス及び／又はカプセル化剤混合物流の温度が約５０℃未満、好ましくは約３０
℃未満に維持されるように加工される。
【００５７】
　消費者製品／流体洗剤組成物
　本発明の安定的なマイクロカプセル組成物を、液体又はゲル型消費者製品に組み込むこ
とができる。本明細書で用いる「消費者製品」は、販売される形態での使用又は消費を意
図し、後続する商業的製造又は変性を意図しない、ベビーケア、ビューティケア、衣類及
びホームケア、ファミリーケア、フェミニンケア、ヘルスケア、スナック、並びに／又は
飲料製品あるいは装置を意味する。このような製品には：おむつ、よだれ掛け、拭き取り
用品；脱色、カラーリング、染色、コンディショニング、シャンプー、スタイリングなど
の、毛髪処理（人、犬、及び／又は猫）用商品及び／又は毛髪処理に関する方法；脱臭剤
及び制汗剤；パーソナルクレンジング；化粧品；クリーム、ローション、及び消費者が使
用するためのその他の局所的に適用される製品の適用を含むスキンケア；並びにシェービ
ング製品；布、硬表面、及び布及びホームケアの分野における任意のその他の表面を処理
するための製品及び／又は処理に関する方法、例えば、空気ケア、自動車の手入れ、食器
洗い、布地コンディショニング（軟化など）、洗濯洗浄力、洗濯及びすすぎ添加剤及び／
又はケア、硬表面洗浄及び／又は処理、並びに消費者用又は業務用のその他の洗浄；トイ
レットペーパー、化粧紙、鼻紙、及び／又はペーパータオルに関する製品及び／又は方法
；タンポン、女性用ナプキン；練り歯磨き、歯用ゲル、歯のリンス、義歯接着剤、歯のホ
ワイトニングなどの口腔ケアに関する商品及び／又は方法；咳止め薬及び風邪治療薬、痛
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み止め、ＲＸ医薬、ペットの健康及び栄養、並びに浄水などの市販のヘルスケア；主に通
常の食事の合間に消費される又は食事の添え物（meal accompaniment）として消費される
ことが意図されている加工食品（非限定例には、ポテトチップ、トルティーヤチップス、
ポップコーン、プリッツェル、コーンチップス、シリアルバー、野菜チップス又はクリス
プス、スナックミックス、パーティーミックス、マルチグレインチップス、スナッククラ
ッカー、チーズスナック、ポークラインズ、コーンスナック、ペレットスナック、押出ス
ナック、及びベーグルチップスが挙げられる）；並びにコーヒーが挙げられるが、これら
に限定されない。
【００５８】
　本明細書で使用するとき、用語「洗浄及び／又は処理組成物」としては、特に指示のな
い限り、顆粒又は粉末状の多目的、すなわち、「強力」洗浄剤、特に洗浄洗剤；液体、ゲ
ル又はペースト状の多目的洗浄剤、特にいわゆる強力液体型；液体高級衣類用洗剤；手洗
い食器洗浄剤又は軽質食器洗浄剤、特に泡立ちのよいもの；家庭又は業務用の各種の錠剤
、顆粒、液体、及びすすぎ補助剤型などの食器洗い機用洗剤；抗菌手洗い用型、手洗い石
鹸、マウスウォッシュ、義歯洗浄剤、歯磨剤、車又はカーペット用シャンプー、浴室洗浄
剤などの液体洗浄殺菌剤；ヘアシャンプー及びヘアリンス；シャワージェル及び発泡入浴
剤、並びに金属洗浄剤；並びに、漂白補助剤、及び「ステインスティック」又は前処理用
型などの洗浄助剤、又はドライヤー付与シート、乾燥及び湿潤型拭取り布並びにパッド、
不織布基材、及びスポンジなどの基材付与製品；並びにスプレー剤、及びミスト剤が挙げ
られる。
【００５９】
　本明細書で使用するとき、用語「布地ケア組成物」は、特記しない限り、布地柔軟化組
成物、布地増強組成物、布地フレッシュニング組成物、及びこれらの組み合わせを包含す
る。
【００６０】
　特定の実施形態では、上記のマイクロカプセル組成物は、流体洗剤組成物に組み込むこ
ともできる。
【００６１】
　本明細書に記載される流体洗剤組成物としては、例えば、シャンプー；皮膚洗浄剤及び
剥離剤；シェービングリキッド、フォーム、及びジェル；布、硬表面、並びに布地及びホ
ームケア領域内の任意の他の表面処理に関する製品、例えば、食器洗浄剤、洗濯洗浄剤、
洗濯及びすすぎ添加剤、床及びトイレ用洗剤などの硬質表面洗浄剤；歯磨き用ペースト及
びゲル並びに白色剤などの口腔ケア関連製品といった消費者製品が挙げられるが、これら
に限定されない。本発明に特に好ましい実施形態は「流体洗濯洗剤組成物」である。本明
細書で使用するとき、「流体洗濯洗剤組成物」は、家庭用洗濯機で、例えば、衣類などの
繊維を濡らして洗浄することができる流体を含む、任意の洗濯処理組成物を指す。
【００６２】
　流体洗剤組成物は、固体又は気体を適宜分割された形態で含み得るものであるが、組成
物全体としては、錠剤又は顆粒などの、全体として非流動性の製品形態は除外する。流体
洗剤組成物には、任意の固形の添加物は除外されるが、存在する場合、任意の泡が含まれ
、０．９ｇ／ｃｍ３～１．３ｇ／ｃｍ３、より好ましくは１．００ｇ／ｃｍ３～１．１０
ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有する。
【００６３】
　一部の実施形態に従うと、流体洗剤組成物は、上記の実施例のいずれかに従うマイクロ
カプセル組成物と、上記の補助成分、例えば、界面活性剤、ビルダー、キレート化剤、移
染防止剤、分散剤、酵素、及び酵素安定剤、触媒成分、漂白活性剤、高分子分散剤、粘土
汚れ除去剤／再付着防止剤、増白剤、抑泡剤、染料、追加の香料及び香料送達系、構造弾
性化剤、布地柔軟剤、基材、ヒドロトロープ、加工助材並びに／又は顔料のうちの少なく
とも１つを含み得る。
【００６４】
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　単位用量洗剤製品：
　一部の実施形態では、流体洗剤組成物は、水溶性パウチ材料内に封入することもできる
。パウチ材料で使用するのに適した、好ましいポリマー、コポリマー、又はこれらの誘導
体は、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアルキレンオキシド、アクリ
ルアミド、アクリル酸、セルロース、セルロースエーテル、セルロースエステル、セルロ
ースアミド、ポリビニルアセテート、ポリカルボン酸及び塩、ポリアミノ酸又はペプチド
、ポリアミド、ポリアクリルアミド、マレイン酸／アクリル酸のコポリマー、デンプン及
びゼラチンを包含する多糖、キサンタン及びカラグムなどの天然ゴムからなる群から選択
される。より好ましいポリマーは、ポリアクリレート及び水溶性アクリレートコポリマー
、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロースナトリウム、デキストリン、エチルセ
ルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、マルト
デキストリン、ポリメタクリレートから選択され、最も好ましくは、ポリビニルアルコー
ル、ポリビニルアルコールコポリマー及びヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭ
Ｃ）、並びにこれらの組み合わせから選択される。
【００６５】
　流体洗剤組成物の補助成分
　以下に例示される補助剤の非限定的な一覧は、本発明の組成物への使用に好適であり、
例えば、性能を補助若しくは向上させるために、洗浄される基材の処理のために、又は香
料、着色剤、染料などを用いる場合のように組成物の審美性を変化させるために、望まし
くは本明細書に記載の特定の実施形態に組み込むことができる。このような補助剤は、本
出願人らのカプセル、凝集体及び／又はスラリーにより供給される成分に追加されると理
解される。このような追加成分の正確な性質、及びそれを組み込む濃度は、組成物の物理
的形態及び使用されるべき作業の性質に依存する。好適な補助剤物質としては、界面活性
剤、ビルダー、キレート化剤、移染抑制剤、分散剤、酵素、及び酵素安定剤、触媒物質、
漂白活性化剤、ポリマー系分散剤、粘土及び汚れ除去／再付着防止剤、増白剤、泡抑制剤
、染料、追加の香料及び香料送達系、構造弾性化剤、柔軟剤、基材、ヒドロトロープ、加
工助剤、及び／又は色素が挙げられるが、これらに限定されない。下記開示に加えて、こ
のような他の補助の好適な例、及び使用濃度は、米国特許第５，５７６，２８２号、同第
６，３０６，８１２（Ｂ１）号及び同第６，３２６，３４８（Ｂ１）号に見られ、これら
は参照により組み込まれる。
【００６６】
　各補助剤成分は、上記のマイクロカプセル組成物にとって必須ではないものの、マイク
ロカプセル組成物を含む流体洗剤組成物に有用であり、又は有益なものであり得る。した
がって、本明細書に記載のマイクロカプセル組成物の好ましい実施形態は、以下の補助材
料：漂白活性化剤、界面活性剤、ビルダー、キレート化剤、移染防止剤、分散剤、酵素及
び酵素安定剤、触媒金属錯体、ポリマー系分散剤、粘土及び汚れ除去／再付着防止剤、増
白剤、泡抑制剤、染料、追加の香料及び香料送達系、構造弾性化剤、柔軟剤、基材、向水
性物質、加工助剤、並びに／又は顔料、の１種以上を含有しない。しかし、１つ以上の補
助剤を存在させる場合、このような１つ以上の補助剤は、以下に詳述されるように存在さ
せることも可能である。
【００６７】
　アニオン性及び非イオン性界面活性剤：
　アニオン性界面活性剤：一部の実施形態に従うと、流体洗剤組成物は、アニオン性界面
活性剤、非イオン性界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される界面活性
剤を、１重量％～７０重量％、好ましくは５重量％～６０重量％、より好ましくは１０重
量％～５０重量％、及び最も好ましくは１５重量％～４５重量％を含み得る。アニオン性
界面活性剤と非イオン性界面活性剤との好ましい比は、１００：０（すなわち、非イオン
性界面活性剤は存在しない）～５：９５、より好ましくは９９：１～１：４、最も好まし
くは５：１～１．５：１である。
【００６８】
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　流体洗剤組成物には、重量に基づき、１重量％～５０重量％、好ましくは５重量％～４
０重量％、より好ましくは１０重量％～３０重量％の１つ以上のアニオン性界面活性剤を
含有させることができる。好ましいアニオン性界面活性剤は、Ｃ１１～Ｃ１８アルキルベ
ンゼンスルホン酸塩、Ｃ１０～Ｃ２０分枝鎖及びランダムアルキル硫酸塩、Ｃ１０～Ｃ１

８アルキルエトキシ硫酸塩、中鎖分枝状アルキル硫酸塩、１～５エトキシ単位を含むＣ１

０～Ｃ１８アルキルアルコキシカルボン酸塩、変性アルキルベンゼンスルホン酸塩、Ｃ１

２～Ｃ２０メチルエステルスルホン酸塩、Ｃ１０～Ｃ１８　α－オレフィンスルホン酸塩
、Ｃ６～Ｃ２０スルホコハク酸塩、及びこれらの混合物からなる群から選択される。しか
しながら、Ｗ．Ｍ．Ｌｉｎｆｉｅｌｄ，Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ編「Ｓｕｒｆａｃｔ
ａｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｓｅｒｉｅｓ」、Ｖｏｌ．７に開示されるものなどの、洗剤組
成物の技術分野において既知の各アニオン性界面活性剤を本質的に使用することができる
。しかしながら、流体洗剤組成物には、好ましくは、少なくとも１種のスルホン酸系界面
活性剤（例えば線状アルキルベンゼンスルホン酸など）、又は水溶性の塩形態を含有させ
ることができる。
【００６９】
　本開示において使用するのに好適なアニオン性スルホネート又はスルホン酸系界面活性
剤としては、酸及び塩形態の、直鎖又は分枝鎖Ｃ５～Ｃ２０、より好ましくはＣ１０～Ｃ

１６、最も好ましくはＣ１１～Ｃ１３アルキルベンゼンスルホネート、Ｃ５～Ｃ２０アル
キルエステルスルホネート、Ｃ６～Ｃ２２一級又は二級アルカンスルホネート、Ｃ５～Ｃ

２０スルホン化ポリカルボン酸、及びこれらの混合物が挙げられる。上記界面活性剤は、
２－フェニル異性体含有率が幅広く異なり得る。
【００７０】
　洗剤組成物に使用するのに好適なアニオン性硫酸塩としては、９～２２個の炭素原子、
より好ましくは１２～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分岐鎖アルキル又はアルケニル
部分を有する、一級及び二級アルキル硫酸塩；β－分枝状アルキルサルフェート系界面活
性剤；及びこれらの混合物が挙げられる。
【００７１】
　中鎖分枝状アルキルサルフェート又はスルホネートもまた、洗剤組成物に使用するのに
好適なアニオン性界面活性剤である。好ましいものはＣ５～Ｃ２２の、好ましくはＣ１０

～Ｃ２０中鎖分岐アルキル一級硫酸塩である。混合物を使用する場合、アルキル部分の炭
素原子の好適な平均合計数は、好ましくは１４．５～１７．５の範囲内である。好ましい
モノ－メチル－分岐型一級アルキル硫酸塩は、３－メチル～１３－メチルペンタデカノー
ル硫酸塩、対応するヘキサデカノール硫酸塩、及びこれらの混合物からなる群から選択さ
れる。ジメチル誘導体、又は軽度に分岐を有する他の生分解性のアルキル硫酸塩も同様に
使用することができる。
【００７２】
　本明細書で使用するための他の好適なアニオン性界面活性剤としては、脂肪族メチルエ
ステルスルホン酸塩及び／又はアルキルエトキシ（alkyl ethyoxy）硫酸塩（ＡＥＳ）及
び／又はアルキルポリアルコキシル化カルボン酸塩（ＡＥＣ）が挙げられる。アニオン性
界面活性剤の混合物を使用することもできる（例えば、アルキルベンゼンスルホン酸塩と
ＡＥＳとの混合物）。
【００７３】
　アニオン性界面活性剤は、典型的にはアルカノールアミン又はアルカリ金属（ナトリウ
ム及びカリウムなど）との塩形態で存在する。好ましくは、アニオン性界面活性剤は、ア
ルカノールアミン（モノエタノールアミン又はトリエタノールアミンなど）で中和化され
、液相中に完全に可溶性である。
【００７４】
　非イオン性界面活性剤：流体洗剤組成物は、最大３０重量％、より好ましくは１重量％
～１５重量％、より好ましくは２重量％～１０重量％の１つ以上の非イオン性界面活性剤
を含む。好適な非イオン性界面活性剤としては、限定するものではないが、いわゆる、ピ
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ークの狭いアルキルエトキシレートなどのＣ１２～Ｃ１８アルキルエトキシレート（「Ａ
Ｅ」）、Ｃ６～Ｃ１２アルキルフェノールアルコキシレート（特に、エトキシレート及び
エトキシ／プロポキシ混合物）、Ｃ６～Ｃ１２アルキルフェノールのブロックアルキレン
オキシド縮合物、Ｃ８～Ｃ２２アルカノールとエチレンオキシド／プロピレンオキシドブ
ロックポリマーのアルキレンオキシド縮合物（Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）－ＢＡＳＦ
　Ｃｏｒｐ．）、並びに半極性非イオン類（例えば、アミンオキシド及びホスフィンオキ
シド）が挙げられる。好適な非イオン性界面活性剤の広範囲にわたる開示は、米国特許第
３，９２９，６７８号に見出すことができる。
【００７５】
　米国特許第４，５６５，６４７号に開示されているようなアルキル多糖もまた、洗剤組
成物に有用な非イオン性界面活性剤である。アルキルポリグルコシド界面活性剤もまた好
適である。一部の実施形態では、好適な非イオン性界面活性剤としては、式Ｒ１（ＯＣ２

Ｈ４）ｎＯＨ（式中、Ｒ１はＣ１０～Ｃ１６アルキル基又はＣ８～Ｃ１２アルキルフェニ
ル基であり、かつｎは３～約８０である）が挙げられる。一部の実施形態では、非イオン
性界面活性剤は、Ｃ１２～Ｃ１５アルコールと、アルコール１ｍｏｌあたり５～２０ｍｏ
ｌのエチレンオキシドとの縮合生成物、例えば、Ｃ１２～Ｃ１３アルコールと、アルコー
ル１ｍｏｌあたり約６．５ｍｏｌのエチレンオキシドとの縮合物であり得る。別の好適な
非イオン性界面活性剤としては、次の式のポリヒドロキシ脂肪酸アミドが挙げられる。
【化１３】

　式中、ＲはＣ９～Ｃ１７アルキル又はアルケニルであり、Ｒ１はメチル基であり、Ｚは
還元糖又はそのアルコキシル化誘導体由来のグリシジルである。実施例としては、Ｎ－メ
チルＮ－１－デオキシグリシチルココアミド及びＮ－メチルＮ－１－デオキシグリシチル
オレアミドが挙げられる。
【００７６】
　追加の界面活性剤
　流体洗剤組成物は、アニオン性、カチオン性、非イオン性、両性及び／又は双性イオン
性界面活性剤、並びにこれらの混合物からなる群から選択される追加の界面活性剤を含ん
でもよい。
【００７７】
　好適なカチオン性界面活性剤は、水溶性、水分散性、又は非水溶性であり得る。このよ
うなカチオン性界面活性剤は、少なくとも１個の四級化窒素と、少なくとも１個の長鎖ヒ
ドロカルビル基を有する。２個、３個又は更には４個の長鎖ヒドロカルビル基を含む化合
物もまた含まれる。例としては、Ｃ１２アルキルトリメチルアンモニウムクロリドなどの
アルキルトリメチルアンモニウム塩、又はそれらのヒドロキシアルキル置換された類似体
が挙げられる。当該技術分野において既知の組成物は、例えば、１％以上のカチオン性界
面活性剤を含んでもよい。
【００７８】
　両性及び／又は双性イオン性界面活性剤：流体洗剤組成物に使用される好適な両性又は
双性イオン性洗浄性界面活性剤としては、ヘアケア又は他のパーソナルケアクレンジング
での使用が既知のものが挙げられる。好適な双性イオン性又は両性界面活性剤の非限定例
は、米国特許第５，１０４，６４６号（Ｂｏｌｉｃｈ　Ｊｒ．ら）、及び第５，１０６，
６０９号（Ｂｏｌｉｃｈ　Ｊｒ．ら）に記載されている。
【００７９】
　組成物に使用するのに好適な両性洗浄界面活性剤としては、脂肪族二級及び三級アミン
の誘導体として幅広く記載される界面活性剤が挙げられ、この界面活性剤では、脂肪族ラ
ジカルは線状又は分岐状であってよく、かつ脂肪族置換基のうちの１つは８～１８個の炭
素原子を含有し、１つはアニオン性の基（例えば、カルボキシ基、スルホン酸基、硫酸基
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、リン酸基又はホスホン酸基）を含有する。好適な両性洗浄界面活性剤としては、限定す
るものではないが、ココアンホアセテート、ココアンホジアセテート、ラウロアンホアセ
テート、ラウロアンホジアセテート、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００８０】
　本組成物に用いるのに好適な双性イオン性洗浄性界面活性剤は、当該技術分野において
周知であり、脂肪族第四級アンモニウム、ホスホニウム、及びスルホニウム化合物の誘導
体として広く記述される界面活性剤が挙げられ、脂肪族ラジカルは線状又は分岐状である
ことができ、脂肪族置換基の１つは、約８～約１８個の炭素原子を含有し、１つはカルボ
キシ、スルホネート、サルフェート、ホスフェート又はホスホネートのようなアニオン性
の基を含有する。ベタインなどの双性イオンを使用することができる。
【００８１】
　更に、以下の式を有するアミンオキシド系界面活性剤も洗剤組成物に有用である：Ｒ（
ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＢＯ）ｚＮ（Ｏ）（ＣＨ２Ｒ’）２・ｑＨ２Ｏ（Ｉ）。Ｒは、飽和
又は不飽和、直鎖又は分岐鎖であることができる、比較的長鎖のヒドロカルビル部分であ
り、８～２０個、好ましくは１０～１６個の炭素原子を含有することができ、より好まし
くはＣ１２～Ｃ１６一級アルキルである。Ｒ’は短鎖部分であり、好ましくは水素、メチ
ル及び－ＣＨ２ＯＨから選択される。ｘ＋ｙ＋ｚが０ではない場合、ＥＯはエチレンオキ
シ、ＰＯはプロピレンオキシ、ＢＯはブチレンオキシである。アミンオキシド系界面活性
剤類は、Ｃ１２～Ｃ１４アルキルジメチルアミンオキシドにより例示されるものである。
【００８２】
　本組成物に用いるのに好適なその他のアニオン性、双性イオン性、両性、又は任意の追
加の界面活性剤の非限定的な例は、マカッチャン（McCutcheon）著「乳化剤及び洗剤（Em
ulsifiers and Detergents）」（１９８９年、年報、Ｍ．Ｃ．出版社（M. C. Publishing
 Co.）刊）、並びに米国特許第３，９２９，６７８号、同第２，６５８，０７２号、同第
２，４３８，０９１号、同第２，５２８，３７８号に記載されている。
【００８３】
　酵素
　流体洗剤組成物は、クリーニング性能及び／又は布地ケア利益をもたらす洗浄性酵素を
０．０００１重量％～８重量％含んでもよい。かかる組成物は、６～１０．５の未希釈時
ｐＨを有する。好適な酵素としては、プロテアーゼ、アミラーゼ、セルラーゼ、リパーゼ
、キシログルカナーゼ、ペクチン酸リアーゼ、マンナナーゼ、漂白酵素、クチナーゼ、及
びこれらの混合物が挙げられる。好ましい酵素の組み合わせは、リパーゼ、プロテアーゼ
、セルラーゼ及びアミラーゼなどの従来の洗浄性酵素の混合物を含む。洗浄性酵素は、米
国特許第６，５７９，８３９号でより詳細に記載されている。
【００８４】
　酵素安定剤
　セリンプロテアーゼの阻害に好適な重量効率的な可逆性プロテアーゼ阻害剤としては、
ボロン酸の誘導体、特にフェニルボロン酸の誘導体、及びトリペプチドアルデヒドを含む
ペプチドアルデヒドが挙げられる。このような化合物の例は、国際公開第９８／１３４５
８（Ａ１）号、同第０７／１１３２４１（Ａ１）号、及び米国特許第５，９７２，８７３
号で開示されている。
【００８５】
　安定化剤は、チオフェン－２ボロン酸、チオフェン－３ボロン酸、アセトアミドフェニ
ルボロン酸、ベンゾフラン－２ボロン酸、ナフタレン－１ボロン酸、ナフタレン－２ボロ
ン酸、２－ホルミルフェニルボロン酸（２－ＦＰＢＡ）、３－ＦＢＰＡ、４－ＦＰＢＡ、
１－チアントレンボロン酸、４－ジベンゾフランボロン酸、５－メチルチオフェン－２ボ
ロン酸、チオナフトレンボロン酸、フラン－２ボロン酸、フラン－３ボロン酸、４，４－
ビフェニルジボロン酸、６－ヒドロキシ－２－ナフタレン、４－（メチルチオ）フェニル
ボロン酸、４（トリメチルシリル）フェニルボロン酸、３－ブロモチオフェンボロン酸、
４－メチルチオフェンボロン酸、２－ナフチルボロン酸、５－ブロモチオフェンボロン酸
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、５－クロロチオフェンボロン酸、ジメチルチオフェンボロン酸、２－ブロモフェニルボ
ロン酸、３－クロロフェニルボロン酸、３－メトキシ－２－チオフェン、ｐ－メチル－フ
ェニルエチルボロン酸、２－チアントレンボロン酸、ジ－ベンゾチオフェンボロン酸、４
－カルボキシフェニルボロン酸、９－アントリルボロン酸、３，５－ジクロロフェニルボ
ロン酸、ジフェニルボロン酸無水物、ｏ－クロロフェニルボロン酸、ｐ－クロロフェニル
ボロン酸、ｍ－ブロモフェニルボロン酸、ｐ－ブロモフェニルボロン酸、ｐ－フルオロフ
ェニルボロン酸、ｐ－トリルボロン酸、ｏ－トリルボロン酸、オクチルボロン酸、１，３
，５－トリメチルフェニルボロン酸、３－クロロ－４－フルオロフェニルボロン酸、３－
アミノフェニルボロン酸、３，５－ビス－（トリフルオロメチル）フェニルボロン酸、２
、４－ジクロロフェニルボロン酸、４－メトキシフェニルボロン酸、及びこれらの混合物
からなる群から選択され得る。安定化剤として好適な更なる好適なボロン酸誘導体は、米
国特許第４，９６３，６５５号、米国特許第５，１５９，０６０号、国際公開第９５／１
２６５５号、同第９５／２９２２３号、同第９２／１９７０７号、同第９４／０４６５３
号、同第９４／０４６５４号、米国特許第５，４４２，１００号、米国特許第５，４８８
，１５７号、及び米国特許第５，４７２，６２８号に記載されている。
【００８６】
　好適な重量効率的な可逆性プロテアーゼ阻害剤は、４－ホルミルフェニルボロン酸を含
んでもよい。
【００８７】
　重量効率的な可逆性プロテアーゼ阻害剤は、可逆性ペプチドプロテアーゼ阻害剤を含ん
でもよい。好適な可逆性のペプチドプロテアーゼ阻害剤の例及びその製造方法は、米国特
許第６，１６５，９６６号及び国際公開第９８／１３４５９　Ａ１号に見られる。
【００８８】
　好適なトリペプチド酵素阻害剤は、次の構造を有し得る。
【化１４】

【００８９】
　重量効率的な可逆性プロテアーゼ阻害剤は、国際公開第０９／０９５４２５に開示され
ているようなＲＡＳＩ、ＢＡＳＩ、ＷＡＳＩ（米、大麦、及び小麦の二官能性α－アミラ
ーゼ／サブチリシン阻害物質）、又はＳＳＩ（ストレプトミセスサブチリシン阻害物質）
、及び、Ｐｒｏｔｅｉｎ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｄｅｓｉｇｎ　＆　Ｓｅｌｅｃｔｉ
ｏｎ，ｖｏｌ　１７　ｎｏ．４，ｐ．３３３～３３９，２００４に開示されているような
これらの変異型を含み得る。
【００９０】
　付着助剤ポリマー
　好ましくは、流体洗剤組成物は、０．１％～７％の、より好ましくは０．２％～３％の
付着助剤ポリマーを含む。本明細書で使用するとき、「付着助剤ポリマー」は、洗浄（洗
濯など）の際の、ケア有益剤の基材（布地など）への付着を有意に増加させる、任意のカ
チオン性ポリマー又はカチオン性ポリマーの混合物を指す。好適な付着助剤ポリマーは、
カチオン性多糖及び／又はコポリマーを含むことができる。本明細書で使用するとき、「
布地ケア有益剤」は、布地ケア効果をもたらすことのできる、任意の物質を指す。布地ケ
ア効果の非限定例としては、布地の柔軟化、色保護、色復元、毛玉／毛羽立ちの軽減、抗
摩擦、抗しわが挙げられるが、これらに限定されない。布地ケア有益剤の非限定例として
は、シリコーン誘導体、油性糖誘導体、分散性ポリオレフィン、ポリマーラテックス、カ
チオン性界面活性剤、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
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【００９１】
　洗浄ポリマー
　本明細書の洗剤組成物は、０．０１重量％～１０重量％の１種以上の洗浄ポリマーを任
意に含有してもよく、該洗浄ポリマーは、表面及び布地の広範な汚れ洗浄及び／又は汚れ
の懸濁をもたらす。任意の好適な洗浄ポリマーを使用することができる。有用な洗浄ポリ
マーは、ＵＳ　２００９／０１２４５２８Ａ１に記載されている。有用な洗浄ポリマーの
非限定例としては：両親媒性アルコキシル化グリース洗浄ポリマー；粘土汚れ洗浄ポリマ
ー；汚れ剥離ポリマー；及び汚れ懸濁ポリマーが挙げられる。
【００９２】
　漂白剤系
　一実施形態は組成物であり、その組成物は、０．１重量％～１２重量％の漂白剤又は漂
白系、好ましくは過酸化物漂白剤を含む流体洗濯漂白添加物であり、かつ２～６の未希釈
時ｐＨを更に含む。別の実施形態は、０．１重量％～１２重量％の漂白剤と、６．５～１
０．５の組成物ｐＨとを含む流体洗濯洗剤組成物である。好適な過酸化水素源は、Ｋｉｒ
ｋ　Ｏｔｈｍｅｒの「Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ」（４ｔｈ　Ｅｄ（１９９２，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ、Ｖｏｌ
．４，ｐｐ．２７１～３００の「Ｂｌｅａｃｈｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ（Ｓｕｒｖｅｙ）」
に詳説されており、様々なコーティング及び修飾された形態など、過ホウ酸ナトリウム及
び過炭酸ナトリウムの様々な形態を含む。例えば、過酸化水素自体、過ホウ酸塩、例えば
、過ホウ酸ナトリウム（あらゆる水和物であるが、好ましくは一水和物若しくは四水和物
）、炭酸ナトリウム過酸化水素化物若しくは相当する過炭酸塩、ピロリン酸ナトリウム過
酸化水素化物、尿素過酸化水素化物、又は過酸化ナトリウムが本明細書で使用されること
ができる。また、過硫酸塩漂白剤（例えばデュポン製ＯＸＯＮＥ）等の有効酸素源も有用
である。過ホウ酸ナトリウム一水和物及び過炭酸ナトリウムが特に好ましい。洗剤組成物
には、塩素系漂白物質を漂白剤として含有させることもできる。このような剤としては、
例えば、ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム（「ＮａＤＣＣ」）が挙げられる。しかしな
がら、塩素型漂白剤は酵素を含む組成物に対してあまり好ましくない。漂白剤系には、漂
白活性化剤、過酸化水素、過酸化水素源、有機過酸化物、金属含有漂白触媒、マクロ多環
状剛性配位子の遷移金属錯体、その他の漂白触媒、予め形成された過酸、光漂白剤、及び
これらの混合物からなる群から選択される成分を含有させてもよい。
【００９３】
　漂白活性化剤：組成物中の過酸素漂白成分は、組成物の０．０１重量％～１５重量％、
好ましくは０．５重量％～１０重量％、より好ましくは１重量％～８重量％の濃度で存在
する活性化剤（過酸前駆体）と配合され得る。好ましい活性化剤は、テトラアセチルエチ
レンジアミン（ＴＡＥＤ）、ベンゾイルカプロラクタム（ＢｚＣＬ）、４－ニトロベンゾ
イルカプロラクタム、３－クロロベンゾイルカプロラクタム、ベンゾイルオキシベンゼン
スルホネート（ＢＯＢＳ）、ノナノイルオキシベンゼンスルホネート（ＮＯＢＳ）、安息
香酸フェニル（ＰｈＢｚ）、デカノイルオキシベンゼンスルホネート（Ｃ１０－ＯＢＳ）
、ベンゾイルバレロラクタム（ＢＺＶＬ）、オクタノイルオキシベンゼンスルホネート（
Ｃ８－ＯＢＳ）、ペルヒドロ化性エステル及びこれらの混合物、あるいは、ベンゾイルカ
プロラクタム及びベンゾイルバレロラクタム、４－［Ｎ－（ノナオイル）アミノヘキサノ
イルオキシ］－ベンゼンスルホン酸ナトリウム塩（ＮＡＣＡ－ＯＢＳ）（米国特許第５，
５２３，４３４号参照）、ドデカノイルオキシ－ベンゼンスルホネート（ＬＯＢＳ又はＣ

１２－ＯＢＳ）、１０－ウンデセノイルオキシベンゼンスルホネート（１０位に不飽和を
有するＵＤＯＢＳ又はＣ１１－ＯＢＳ）、及びデカノイルオキシ安息香酸（ＤＯＢＡ）、
並びにこれらの混合物からなる群から選択される。例えば四級置換漂白活性化剤などの好
適な漂白活性化剤の非限定的な例は、米国特許第６，８５５，６８０号に記載されている
。
【００９４】
　過酸化水素供給源：好適な例としては、過ホウ酸塩のナトリウム塩などのアルカリ金属
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塩を含む無機過水和物塩類（通常一水和物若しくは四水和物）、過炭酸塩、過硫酸塩、過
リン酸塩、過ケイ酸塩、及びこれらの混合物が挙げられる。使用する場合、無機過水和物
塩類は、典型的には、組成物の０．０５重量％～４０重量％、好ましくは１重量％～３０
重量％の量で存在する。
【００９５】
　有機過酸化物：目に見えるしみ形成又は膜形成を引き起こさないジアシル過酸化物が特
に好ましい。１つの例は過酸化ジベンゾイルである。好適なその他の例は、Ｋｉｒｋ　Ｏ
ｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ　ａｔ　２７～９０，ｖ．１７，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，（１９８
２）に示されている。
【００９６】
　金属含有漂白触媒：好ましい漂白触媒としては、マンガン及びコバルト含有漂白触媒が
挙げられる。他の金属含有漂白触媒としては、規定された漂白触媒活性の、銅、鉄、チタ
ニウム、ルテニウム、タングステン、モリブデン、又はマンガンカチオンなどの遷移金属
カチオン、亜鉛又はアルミニウムカチオンなどのわずかな漂白触媒活性を有する補助的な
金属カチオン、並びに触媒及び補助金属陽イオンに対して規定された安定度定数を有する
金属イオン封鎖剤、特にエチレンジアミン四酢酸、エチレンジアミンテトラ（メチレンホ
スホン酸）及びそれらの水溶性塩を含む触媒系が挙げられる。好適な触媒系は、米国特許
第４，４３０，２４３号に開示されている。
【００９７】
　マクロ多環状剛性配位子の遷移金属錯体：本明細書の流体洗剤組成物はまた、マクロ多
環状剛性配位子の遷移金属錯体を含む漂白触媒を含んでもよい。使用する量は、好ましく
は１ｐｐｂ超過、より好ましくは０．００１ｐｐｍ以上、更により好ましくは０．０５ｐ
ｐｍ～５００ｐｐｍである（「ｐｐｂ」は１０億分の１重量部、及び「ｐｐｍ」は１００
万分の１重量を意味する）。
【００９８】
　その他の漂白触媒：有機漂白触媒及びカチオン性漂白触媒などのその他の漂白触媒は、
流体洗剤組成物に適している。有機漂白触媒は、漂白促進剤と呼ばれる場合が多い。本明
細書の流体洗剤組成物は、低温漂白を改善するために、１種以上の有機漂白触媒を含んで
もよい。好ましい有機漂白触媒は、アリールイミニウム双極性イオンなどの双性イオン性
漂白触媒である。好適な例としては、３－（３，４－ジヒドロイソキノリニウム）プロパ
ンスルホン酸塩及び３，４－ジヒドロ－２－［２－（スルホオキシ）デシル］イソキノリ
ニウムが挙げられる。好適なアリールイミニウム双極性イオンとしては、
【化１５】

　が挙げられる（式中、Ｒ１は、９～２４個の炭素原子を含む分枝状のアルキル基、又は
１１～２４個の炭素原子を含む直鎖アルキル基である）。
【００９９】
　好ましくは、各Ｒ１は、９～１８個の炭素原子を含む分枝状のアルキル基、又は１１～
１８個の炭素原子を含む直鎖アルキル基であり、より好ましくは、各Ｒ１は、２－プロピ
ルヘプチル、２－ブチルオクチル、２－ペンチルノニル、２－ヘキシルデシル、ｎ－ドデ
シル、ｎ－テトラデシル、ｎ－ヘキサデシル、ｎ－オクタデシル、イソ－ノニル、イソ－
デシル、イソ－トリデシル、及びイソ－ペンタデシルからなる群から選択される。有機漂
白触媒の好適なその他の例は、米国特許第５，５７６，２８２号及び同第５，８１７，６
１４号、欧州特許第９２３，６３６　Ｂ１号、国際公開第２００１／１６２６３　Ａ１号
、同第２０００／４２１５６　Ａ１号、同第２００７／００１２６２　Ａ１号に見出すこ
とができる。
【０１００】
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　カチオン性漂白触媒の好適な例は、米国特許第５，３６０，５６９号、同第５，４４２
，０６６号、同第５，４７８，３５７号、同第５，３７０，８２６号、同第５，４８２，
５１５号、同第５，５５０，２５６号、国際公開第９５／１３３５１号、同第９５／１３
３５２号、及び同第９５／１３３５３号に記載されている。
【０１０１】
　好ましい予め形成された過酸は、フタルイミド過酸化カプロン酸（ＰＡＰ）である。他
の好適な予め形成された過酸としては、過カルボン酸及び塩、過炭酸及び塩、ペルイミド
酸及び塩、ペルオキシ一硫酸及び塩、並びにこれらの混合物からなる群から選択される化
合物が挙げられるが、これらに限定されない。漂白剤含有流体洗濯洗剤などの組成物中に
、予め形成された過酸は、組成物の０．１重量％～２５重量％、好ましくは０．５重量％
～２０重量％、より好ましくは１重量％～１０重量％、最も好ましくは２重量％～４重量
％の濃度で存在し得る。あるいは、高濃度の過酸が存在してもよい。例えば、流体洗濯漂
白添加物などの組成物は、１０重量％～４０重量％、好ましくは１５重量％～３０重量％
、より好ましくは１５重量％～２５重量％の予め形成された過酸を含んでもよい。
【０１０２】
　光学的増白剤
　光学的増白剤は、繊維製品用の蛍光増白剤としても知られている。好ましい濃度は、流
体洗剤組成物の０．００１重量％～１重量％である。好適な増白剤は、例えば、欧州特許
第６８６６９１Ｂ号に開示されており、疎水性の種類のもの、並びに親水性の種類のもの
が挙げられる。一部の実施形態では、Ｂｒｉｇｈｔｅｎｅｒ　４９が特に好ましいもので
あり得る。
【０１０３】
　色相染料
　色相染料又は布地陰影付け染料は、流体洗剤組成物において有用な補助剤である。好適
な染料としては、色相効果又は陰影効果を有する青色染料及び／又はバイオレット染料が
挙げられる。本明細書の流体洗剤組成物は、０．００００３重量％～０．１重量％、好ま
しくは０．００００８重量％～０．０５重量％、より好ましくは０．０００１重量％～０
．０４重量％の布地色相染料を含んでもよい。
【０１０４】
　粒子状材料
　流体洗剤組成物は、クレイ、抑泡剤、高反応性成分のカプセル、例えば、香料マイクロ
カプセルなどの香料、カプセル形態の漂白剤及び酵素などの粒子材料；若しくは真珠光沢
剤などの審美的な補助成分、例えば、マイカ、顔料粒子等、又は同様のものを含有し得る
。好適な濃度は、流体洗剤組成物の０．０００１重量％～５重量％、又は０．１重量％～
１重量％である。
【０１０５】
　香料及び臭気抑制剤
　好ましい実施形態では、流体洗剤組成物は香料を含む。存在する場合、香料は、典型的
には、組成物０．００１～１０重量％、好ましくは０．０１重量％～５重量％、より好ま
しくは０．１重量％～３重量％の濃度で組み込まれる。香料は、香料マイクロカプセル及
び／又は香料ナノカプセルを含み得る。他の実施形態において、流体洗剤組成物は、米国
特許第５，９４２，２１７号に記載されている非錯体化型シクロデキストリンなどの悪臭
制御剤を含む。
【０１０６】
　ヒドロトロープ
　流体洗剤組成物が水に相溶性であるように、流体洗剤組成物は、有効量、つまり最大１
５重量％、好ましくは１重量％～１０重量％、より好ましくは３重量％～６重量％のヒド
ロトロープを任意に含む。本明細書における使用に適したヒドロトロープとしては、米国
特許第３，９１５，９０３号に開示されているような、アニオン型のヒドロトロープ、特
にキシレンスルホン酸ナトリウム、キシレンスルホン酸カリウム、及びキシレンスルホン
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酸アンモニウム、トルエンスルホン酸ナトリウム、トルエンスルホン酸カリウム及びトル
エンスルホン酸アンモニウム、クメンスルホン酸ナトリウム、クメンスルホン酸カリウム
及びクメンスルホン酸アンモニウム、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【０１０７】
　試験方法
　最小ゲル化濃度（ＭＧＣ）
　Ｒ．Ｇ．Ｗｅｉｓｓ，Ｐ．Ｔｅｒｅｃｈ；「Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｇｅｌｓ：Ｍａｔｅ
ｒｉａｌｓ　ｗｉｔｈ　ｓｅｌｆ－ａｓｓｅｍｂｌｅｄ　ｆｉｂｒｉｌｌａｒ　ｓｔｒｕ
ｃｔｕｒｅｓ」２００６　ｓｐｒｉｎｇｅｒ，ｐ　２４３に基づいた管反転法（tube inv
ersion method）によって、ＭＧＣを計算する。ＭＧＣを判定するために、スクリーニン
グを３回行う。
　（ａ）１回目のスクリーニング：ｐＨ調整可能なジアミド系ゲル化剤濃度を、目標のｐ
Ｈにおいて、０．５重量％～５．０重量％まで０．５重量％ずつ段階的に増加させて、数
個のバイアルを準備する。
　（ｂ）どの区間でゲルが形成されるか判定する（ある転化したサンプルは依然として流
動しており、次のサンプルは既に堅いゲルである）。５％でゲルが形成されない場合は、
より高濃度を用いる。
　（ｃ）２回目のスクリーニング：１回目のスクリーニングで判定された間隔内でｐＨ調
整可能なジアミド系ゲル化剤濃度を０．１重量％ずつ段階的に増加させて、数個のバイア
ルを準備する。
　（ｄ）どの区間でゲルが形成されるか判定する（ある転化したサンプルは依然として流
動しており、次のサンプルは既に堅いゲルである）。
　（ｅ）３回目のスクリーニング：非常に正確なパーセンテージのＭＧＣを得るために、
２回目のスクリーニングで判定された間隔内で０．０２５重量％ずつ段階的に増加させて
、目標ｐＨで３回目のスクリーニングを実施する。
　（ｆ）最小ゲル化濃度（ＭＧＣ）は、３回目のスクリーニングでゲルを形成する（転化
サンプルの流動がない）最も低い濃度である。
【０１０８】
　各スクリーニングの際、サンプルは次の通りに調製し及び処理する：８ｍＬバイアル瓶
（テフロン製の蓋を取り付けたＢｏｒｏｓｉｌａｃａｔｅガラスバイアル瓶、製品番号Ｂ
７８５７Ｄ，Ｆｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｂｉｏｂｌｏｃｋ）に、ＭＧＣの測
定が望まれる２．００００±０．０００５ｇ（ＫＥＲＮ　ＡＬＪ　１２０－４：±０．１
ｍｇの精度の化学天秤）の賦形剤を充填する。バイアルをスクリューキャップで密封し、
固形分を液体に分散させるために超音波槽（Ｅｌｍａ　Ｔｒａｎｓｓｏｎｉｃ　Ｔ　７１
０　ＤＨ、４０ｋＨｚ、９．５Ｌ、２５℃、１００％の出力で動作される）の中に１０分
間置く。次に、バイアルをヒートガン（Ｂｏｓｃｈ　ＰＨＧ－２）を使用して加熱し、ゆ
っくりと機械的に撹拌することによって、完全に溶解させる。完全に透明な溶液を観察す
ること重要である。バイアルを注意深く取り扱う。バイアルは高温に耐えるように製造さ
れているが、高圧溶媒はバイアルを破裂させる可能性がある。バイアルを恒温槽（コント
ローラＣＣ２を備えた適合性のある制御用サーモスタット、Ｄ７７６５６、Ｈｕｂｅｒ）
の中で１０分間、２５℃まで冷却する。バイアルを反転させ、１分間反転させたまま放置
した後、どのサンプルが流動していないかを観察する。３回目のスクリーニング後、この
時間の後に流動していないサンプルの濃度がＭＧＣである。当業者にとって、加熱中に溶
媒蒸気が形成され、サンプルを冷却する際にこれらの蒸気がゲルの上部に凝縮する可能性
があることは明白である。バイアルを反転させるとき、この凝縮した蒸気が流れることに
なる。観察期間中、これを考慮に入れない。濃度間隔の間にゲルが得られない場合は、よ
り高い濃度を評価する必要がある。
【０１０９】
　液体洗剤組成物のｐＨ測定
　試験法ＥＮ　１２６２により、マイクロカプセル組成物又は液体洗剤組成物のｐＨ値を
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測定した。
【実施例】
【０１１０】
　次のマイクロカプセル組成物を１００グラム調製し、１００ｍＬの段階目盛り付き密閉
容器中で４０℃で２週間保管して、海外輸送時の条件を再現した。
【０１１１】
【表２】

　＊総マイクロカプセル組成物重量に基づく重量％
　１４％水添硬化ヒマシ油含有プレミックスとして添加
　２１０％　Ｎ，Ｎ’－（２Ｓ，２’Ｓ）－１，１’－（ドデカン－１，１２－ジイルビ
ス（アザンジイル））ビス（３－メチル－１－オキソブタン－２，１－ジイル）ジイイソ
ニコチンアミド含有プレミックスとして添加
【０１１２】
　この時点の後、分離相の量を計量し、次式を用い、相分離率として表した。
【数１】

　総量（ｍＬ）は１００ｍＬであり（１００ｍＬ容器の段階目盛りをもとに計量）、下相
の量（ｍＬ）は、相分離したマイクロカプセル組成物の量である（通常、カプセル化剤は
上部にクリーム様に分離し、水相は下側に残される）。
【０１１３】
【表３】

【０１１４】
　したがって、ｐＨ調製することのできるジアミド系ゲル化剤をマイクロカプセル組成物
に含有させた場合に、ロバストで安定なマイクロカプセル組成物が形成され、長期にわた
り高温下で輸送され得ることは明らかである。
【０１１５】
　本明細書で用いる百分率、比率、及び割合は全て、特に断らない限りは組成物の重量％
である。平均値は全て、特に明確に断らない限りは、組成物又はその成分の「重量」に基
づいて計算したものである。
【０１１６】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らない限り、そのような寸法のそれぞれは、記載
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「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【０１１７】
　相互参照されるか又は関連する全ての特許又は特許出願を含む、本願に引用される全て
の文書を、特に除外すること又は限定することを明言しない限りにおいて、その全容にわ
たって本願に援用するものである。いずれの文献の引用も、こうした文献が本願で開示又
は特許請求される全ての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、また
、こうした文献が、単独で、あるいは他の全ての参照文献とのあらゆる組み合わせにおい
て、こうした発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認するもので
もない。更に、本文書において、用語の任意の意味又は定義の範囲が、参考として組み込
まれた文書中の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書中で用語に
割り当てられる意味又は定義に準拠するものとする。
【０１１８】
　特定の実施形態について説明し記載したが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することな
く他の様々な変更及び修正が可能であることが当業者には自明であろう。したがって、本
発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を添付の特許請求の範囲で扱うものと
する。
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